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 議           事 て ん 末 

 議  案  

・第３７号議案 平成３１年度当初越谷市立小・中学校教職員人事異動の方針に

ついて                          
原案可決 

議   

 その他  

 ・平成３０年９月定例市議会について 

事   

状   

況   
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    ◎開会の宣告 

住田委員長 これより９月の定例教育委員会会議を開会いたします。 

  本定例会に関し、現在のところ傍聴許可願の提出はございません。越谷市教育委員会傍聴人規

則第１条第２項の規定により、開会後に許可願が提出された場合、傍聴を許可したいと存じます。 

（午前１０時００分） 

    ◎第３７号議案 平成３１年度当初越谷市立小・中学校教職員人事異動の方針について 

住田委員長 初めに、第37号議案 平成31年度当初越谷市立小・中学校教職員人事異動の方針につ

いて、教育長のご説明をお願いします。 

吉田教育長 学務課長。 

岡本学務課長 それでは、第37号議案 平成31年度当初越谷市立小・中学校教職員人事異動の方針

についてご説明いたします。 

  恐れ入りますが、会議要項の１ページをお開きいただきたいと存じます。 

第37号議案 平成31年度当初越谷市立小・中学校教職員人事異動の方針について。 

平成31年度当初越谷市立小・中学校教職員人事異動の方針について、別紙のとおり決定する。 

平成30年９月28日提出、越谷市教育委員会教育長。 

提案理由でございますが、平成31年度当初人事異動を行うに当たり、越谷市立小・中学校教職

員人事異動の方針を決定する必要があるため、提案するものでございます。 

続きまして、会議要項の３ページをご覧ください。人事異動の方針は、毎年埼玉県教育委員会

が定めた人事異動の方針を踏まえ、決定しているものでございます。この人事異動の方針に基づ

きまして、市町村教育委員会と県教育委員会が連携、協力しながら、人事異動の事務手続を進め

ております。 

  １の「基本方針」でございますが、以下の方針が示されております。適材を適時に適所に配置

すること。人材育成を期すること。異動は最大の研修とも言われております。それから、地域差、

学校差を是正すること。特に、年齢構成不均衡を解消すること。全市的、長期的視野に立って計

画的に選考、異動を実施し、本県・本市教育水準の向上を図ること。再任用職員は、全市的視野

から適切な配置に努めること。女性教職員の管理職への積極的な登用に努めること等が掲げられ

ております。 

  ２の「退職」でございますが、年齢構成不均衡を解消するため、勧奨退職制度の活用を図るこ

ととなっております。 

  ３の「転任・転補」ですが、１の基本方針を受けて「教職員組織の充実を図ること」、「魅力あ

る学校づくりを目指し、適材を適時に適所に配置すること」、「新規採用後、早期に複数校を経験
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するよう積極的に異動を行うこと」、「同一校勤続年数が長い者については、積極的に異動を行う

こと」等、８項目が掲げられております。 

その他、４の「採用等」、５の「さいたま市との人事交流」が示されております。来年度に向け

まして、これらの基本方針に基づき、適正な人事事務を進めてまいりたいと存じます。 

校長の学校経営方針を踏まえた魅力ある学校づくりにつながる人事異動、教職員を生かし育て

るための人事異動にしていきたいと考えております。 

第37号議案についてのご説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

住田委員長 これより本案に対する、質疑、討論を行います。 

  ご質問またはご意見等ございますでしょうか。 

  進藤委員。 

進藤委員 多分例年伺っていると思うのですけれども、まず現状さいたま市との交流状況を教えて

ください。 

住田委員長 学務課長。 

岡本学務課長 越谷市との交流につきましては、現実にはここ数年実績がございません。これは、

平成17年度から埼玉県が独自採用するようになりまして、人事の交流というよりは、むしろさい

たま市に異動する場合には、再度さいたま市の教員採用試験を受験してほしいというような状況

がありまして、人事交流というのはここ数年実績がない状況でございます。 

住田委員長 他にはいかがでしょうか。 

  荒木委員。 

荒木委員 女性教職員の管理職への積極的な登用に努めるとありますが、現状を教えてください。 

住田委員長 学務課長。 

岡本学務課長 現在小学校30校の中で女性管理職が、校長が４名、中学校は校長15名のうち女性は

ゼロでございます。教頭につきましては、小学校は２名配置校も含めまして現在32名の教頭がお

りますが、そのうち６名が女性でございます。中学校は、２名配置校が１校ありますので、16名

の教頭のうち１名が女性という形になっております。 

住田委員長 よろしいですか。他にはいかがですか。 

          〔発言する者なし〕 

住田委員長 他になければ、これより第37号議案を採決いたします。 

  本案は原案どおり決することにご異議ございませんでしょうか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

住田委員長 ご異議ないものと認めまして、本案は原案どおり可決いたしました。 

    ◎その他 
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住田委員長 それでは、続きまして、その他の報告事項に入ります。 

「平成30年９月定例市議会について」、教育長のご説明をお願いいたします。 

吉田教育長 教育総務部長。 

永福教育総務部長 それでは、平成30年９月議会の概要についてご報告を申し上げます。 

  会議要項の５ページ、６ページをご覧いただきたいと思います。 

まず、会期日程でございますけれども、こちらありますように９月３日から９月27日、昨日ま

での25日間にわたり９月定例市議会が開催され、昨日閉会をいたしました。 

続きまして、７ページをご覧ください。教育委員会に関する議案につきましては、「平成30年度

越谷市一般会計補正予算（第１号）について」及び「平成29年度越谷市一般会計歳入歳出決算認

定について」の２件が上程されまして、いずれの議案についても全会一致により原案のとおり可

決されたところでございます。 

次に、教育委員会関係の一般質問でございますけれども、９月７日、10日から12日の４日間に

わたりまして一般質問がございました。 

教育委員会関連の質問につきましては、会議要項７ページから９ページのとおり、12人の議員

からそれぞれの立場でご質問がございました。 

また、９月20日に開かれました教育・環境経済常任委員会、こちらにおけます質疑事項等は、

９ページの下段にあるとおりでございます。一般質問の内容等につきましては、大変恐縮ですが、

会議要項をご参照いただきまして、ご了承を賜りたいと存じます。 

平成30年９月定例会のご報告は以上でございます。 

住田委員長 ただいまの事務局のご説明に対しまして、ご質問またはご意見等ございますでしょう

か。 

  堀川委員。 

堀川委員長職務代理者 今年はやはり夏暑かったので、猛暑対策、熱中症対策等に対するご質問が

何件かあったようですけれども、９ページの中学校の部活に対する熱中症対策について、越谷市

でどのようなご回答をされたのか教えていただけますか。 

住田委員長 学校教育部長。 

瀧田学校教育部長 ３人の委員の方から熱中症対策ということで質問がございましたが、特に細川

議員さんは中学校の部活に対する熱中症対策について、災害級と言われた夏の暑さということで、

教育委員会ではどのような取り組みを行っているのか伺いたいという質問でした。それに対して

教育長の答弁は、指導課が中心に部活動のガイドラインをつくりましたけれども、それに加えて、

ＷＢＧＴという環境省が出している熱中症の予防情報サイトの暑さ指数を使って、外での運動、

あるいは体育館での運動の原則として、気温31度という基準で中止にするということをガイドラ

インとしてまとめ、これを学校に周知し、８月の中旬以降はそのガイドラインに基づいて各学校
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で対応いたしました。 

  最終的には、各校で様々な行事が組まれている状況もあるため、学校長が最終判断をすること

にしましたけれども、対応として中止にしたり、あるいは時間を短縮するという形で運営をした

という状況でありました。特にそのことで問題があったりとか、事故が起きたりということはあ

りませんでしたが、９月28日まで環境省のＷＢＧＴという数字が出るので、それまではこの運用

を継続しまして、今現在も特に問題はありません。 

  以上です。 

堀川委員長職務代理者 わかりました。ありがとうございました。 

住田委員長 他にはいかがでしょうか。よろしいですか。 

          〔発言する者なし〕 

住田委員長 ないようですので、この件については以上といたします。 

  他に何かございますでしょうか。 

          〔発言する者なし〕 

住田委員長 他になければ、以上といたします。 

  最後に、次回の教育委員会会議の日時でございますが、10月25日木曜日午前10時から教育委員

会室で開催したいと思いますが、いかがでしょうか。 

          〔「異議なし」と答える者あり〕 

住田委員長 では、10月25日木曜日10時からということでお願いいたします。 

  それでは、本定例会に提出されました議案等は全て終了いたしました。 

    ◎閉会の宣告 

住田委員長 これをもちまして閉会といたします。 

                                  （午前１０時１２分）




